
陸上自衛隊 第６師団広報紙 や ま な み 令和５年１１月号

師
団
長
統
率
方
針

い
か
な
る
任
務
も

完
遂
し
う
る
強
靭
な

第
６
師
団
の
創
造

第
６
師
団
は
、
令
和
５
年
10
月
14
日
か
ら
10
月
19
日
ま
で
の
間
、

王
城
寺
原
演
習
場
に
お
い
て
、
「
令
和
５
年
度
第
２
次
師
団
訓
練
検

閲
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

第６師団ＨＰ

～各種戦闘射撃能力の向上～

儀仗隊による弔銃 師団長弔辞

令
和
５
年
度
総
合
戦
闘
射
撃

第
22
即
応
機
動
連
隊

１６式機動戦闘車による射撃

楠見師団長視察

120ｍｍ迫撃砲による照明弾射撃

８４ｍｍ無反動砲射撃

４０ｍｍ自動てき弾射撃

第
22
即
応
機
動
連
隊
（
連
隊

長

中
本
１
佐
）
は
、
９
月
10

日
か
ら
９
月
16
日
ま
で
の
間
、

王
城
寺
原
演
習
場
各
射
場
に
お

い
て
、
令
和
５
年
度
総
合
戦
闘

射
撃
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
訓
練
は
、
16
式
機
動
戦
闘

車
１
０
５
ｍ
ｍ
砲
及
び
、
中
距

離
多
目
的
誘
導
弾
等
保
有
火
器

の
正
確
か
つ
確
実
な
射
撃
要
領

の
習
熟
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
実
施
し
ま
し
た
。

特
に
84
ｍ
ｍ
無
反
動
砲
の
射

撃
に
お
い
て
は
、
１
２
０
ｍ
ｍ

迫
撃
砲
の
照
明
弾
を
使
用
し
た

夜
間
射
撃
を
行
い
、
夜
間
で
も

目
標
を
観
測
す
る
た
め
に
必
要

な
射
法
の
習
熟
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｗ
Ａ
Ｐ
Ｃ
搭
載
の
76

ｍ
ｍ
発
煙
弾
射
撃
に
お
い
て
は
、

そ
の
煙
幕
効
果
を
確
認
し
、
各

種
戦
闘
行
動
と
の
連
接
要
領
に

つ
い
て
具
体
化
を
図
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

連
隊
は
、
本
訓
練
で
得
た
成

果
を
資
と
し
、
こ
れ
か
ら
も
日

々
の
練
成
を
積
み
重
ね
、
更
な

る
戦
闘
力
の
向
上
及
び
精
強
化

に
向
け
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

令
和
５
年
度
山
形
県
自
衛
隊
殉
職
隊
員
追
悼
式
（
執
行
者

第

６
師
団
長

楠
見
陸
将
）
が
９
月
30
日
、
神
町
駐
屯
地
に
お
い
て
、

御
遺
族
、
御
来
賓
、
駐
屯
地
各
部
隊
長
及
び
隊
員
の
参
列
の
も
と
、

厳
粛
か
つ
し
め
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

駐
屯
地
体
育
館
に
お
い
て
第
６
音
楽
隊
に
よ
る
国
家
吹
奏
後
、

儀
じ
ょ
う
隊
長
（
第
20
普
通
科
連
隊
第
１
中
隊

渡
邊
３
尉
）
指
揮

の
下
、
捧
げ
銃
で
拝
礼
し
た
後
に
、
参
列
者
全
員
で
黙
と
う
を
捧

げ
、
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
し
た
。

執
行
者
（
師
団
長
）
が
追
悼
の
辞
に
お
い
て
、
故
人
の
生
前
の

功
績
を
称
え
故
人
を
偲
ぶ
と
と
も
に
、
式
の
最
後
に
、
儀
じ
ょ
う

隊
に
よ
る
弔
銃
が
厳
か
に
鳴
り
響
き
、
殉
職
隊
員
22
柱
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
し
ま
し
た
。

第
６
師
団
（
師
団
長

楠
見

陸
将
）
は
、
王
城
寺
原
演
習
場

に
お
い
て
４
個
部
隊
に
対
し
10

月
14
日
か
ら
16
日
ま
で
を
前
段
、

10
月
17
日
か
ら
19
日
ま
で
を
後

段
に
区
分
し
て
「
令
和
５
年
度

第
２
次
師
団
訓
練
検
閲｣

を
実

施
し
ま
し
た
。

本
訓
練
検
閲
で
は
、
前
段
に

第
20
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

武
田
１
佐
）
、
第
６
情
報
隊
（

隊
長

神
谷
２
佐
）
、
後
段
に

第
６
高
射
特
科
大
隊
（
大
隊
長

金
野
２
佐
）
、
第
６
通
信
大
隊

（
大
隊
長

高
原
２
佐
）
に
対

し
「
師
団
の
攻
撃
に
お
け
る
行

動
」
を
課
目
と
し
て
評
価
、
練

度
の
進
歩
・
向
上
を
促
し
ま
し

た
。楠

見
師
団
長
は
、
訓
練
開
始

式
に
お
い
て
、
「
指
揮
の
要
訣

の
実
践
」
「
部
隊
の
戦
闘
力
の

組
織
化
及
び
最
大
限
発
揮
」
「

新
領
域
か
ら
の
脅
威
へ
の
対
応

」
「
安
全
管
理
・
健
康
管
理
の

徹
底
」
の
４
点
を
要
望
し
ま
し

た
。各

部
隊
は
、
各
級
指
揮
官
の

明
確
な
企
図
に
基
づ
く
適
時
適

切
な
指
揮
に
よ
り
、
そ
の
能
力

を
遺
憾
な
く
発
揮
す
る
と
と
も

に
、
新
領
域
（
宇
宙
、
サ
イ
バ

ー
、
電
磁
波
）
に
お
け
る
脅
威

に
対
応
し
つ
つ
、
全
て
の
任
務

を
完
遂
し
ま
し
た
。

楠
見
師
団
長
は
、
講
評
に
お

い
て
「
全
隊
員
が
一
致
団
結
し

て
、
任
務
を
果
た
さ
ん
と
す
る

強
靭
不
屈
な
敢
闘
精
神
を
目
の

当
た
り
に
し
、
大
変
心
強
く
感

じ
た
。
各
部
隊
長
を
核
心
に
、

更
に
練
成
を
積
み
重
ね
、
強
靭

な
部
隊
及
び
隊
員
と
し
て
更
に

前
進
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

」
と
述
べ
ま
し
た
。

前段検閲 訓練開始式

後段検閲 訓練開始式

令和５年１１月２１日（火）

開場１８：００ 開演１９：００

山形市民会館 （山形市香澄町2‐9‐45）

応募は締め切りました。
沢山の応募ありがとうございました。
当選結果は発送をもって発表とさせて頂きます。
もうしばらくお待ち下さい。

令和６年２月 開催 （予定）

たくさんの応募お待ちしております。

～ 冥福を祈る ～

幕僚長による献花

第２０普通科連隊

第６通信大隊

令
和
５
年
度

山
形
県
自
衛
隊
殉
職
隊
員
追
悼
式

第
６
師
団

第６情報隊

第６高射特科大隊


